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一

席

静

叢

弟
三

十

七

春

希
一

故

拳
骨
の

動
き

日

本
経

螢
学
食
(

第
二

九

同
大
骨
)

日

本
経
営
草
食
の

本
年
度
の

大
骨
は
一

〇
月
一

二

二
三
･

一

四
の

三

日

間
､

禽
員
二

五

四

名
出
席
の

も
と

に
､

神
戸
大
草
で

開
催
せ

ら
れ

た
｡

こ

の

大
倉
で

は

新
し
い

試
み
と

し
て
､

従
爽
の

よ

う
に

研
究
論
題
を

統
一

論
題
串
よ

び

自
由
論
題
の

二

つ

と

せ

ず
､

前
者
の

み
に

限
定
せ

ら

れ

た
｡

ま
た
､

毎
日
の

研
究
報
告
の

後
で

嘗
日
の

報
告
を

中
心
と

す
る

討
論
禽
が

開
か

れ

た

が
､

報
告
お

よ

び

討
論
は
一

合
揚
だ

け

で

行
わ

れ

た
｡

と
こ

ろ
で
､

統
一

論
題
な

ら

び

に

そ
の

内
容
は

次
の

通
り
で

あ
る
｡

｢

経
営
畢
の

燈
系
お

よ

び

そ
の

内
包
+

一

線
論

1

経
営
畢
■の
本

質
お

よ

び

鰭
系

2

■
経
営
学
史
の

債
系

3

経
営
史
の

倍

系

4

経
営
政
策
の

債
系

5

社
食
主
義
経
営
畢
の

曜
系

6

部
門
産
営
争
の

髄
系

二

各
論

1

形
態

論
の

倍
系

2

管
理

論
の

倍
系

3

組
織
論
の

倍
系

4

労
務
論
の

健
系

5

財
務
論
の

鰹
系

6

費
用
論
の

髄
系

7
｢

計
算
論
の

唐
系

8

販
質
論
の

膿
系

9

位
置
論
の

鰻
系

さ

て
､

大
倉
日

程
と

右
の

諸
論
題
と
の

関
係
､

お

よ

ぴ
こ

れ

ら
の

諸
論

題
に

関
す
る

研
塊
報
告
者
と

そ
の

題
目

は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

な

お
こ

の

場
合
､

報
告
者
と
そ

の

題
目
は

報
告
順
に

よ
る

こ

と

と

す
る
｡

第
一

日

-
｢

経
営
学
の

本

質
お
よ

び

鰹
系
+
､

一
｢

経
営
学
史
の

膿
系
+

お

よ

び

｢

社
食
主
義
経
営
畢
の

髄

系
+

経
営
学
の

本
質
お

よ

び

膿
系

管
理

技
術
撃
と

経
営
学

経
営
学
の

本
質
お

よ

び

債
系

線
論
の

膿
系
お

よ
び

内
包

国
際
経
営
拳
骨
の

報
告

社
食
主
義
経
営
学
の

髄
系

に

関
す
る

報
告
な

ら

び
に

討
論
｡

敢
令
室
義
企
業
経
済

学
の

鰭

系
と

内
包

経
営
経
済
畢
史
の

倍
系

科 東
海京
期都 立大

歪要塞質歪嘉蛮習歪要義芸姦表毒害

伊

藤

浮

巳

藻

利

重

隆

佐
々

木
吉
郎

平
井
泰
太

郎

古

林

書

架

大

島

国

雄

海

道

進

市

原

季
一
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0
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経
営
畢
の

本
質
お

よ

び

髄
系

畑
鰍
山

尾

上

忠

雄

企
業
活

動
の
一

般
理

論

i
活

動

範
囲

決

定
と

活

動

鰻
系

-

鯛

謂
掛

横

川

義
雄

第
二

汀

-
｢

経
営
史
の

鰻
系
+
､

｢

経
営
政
策
の

髄
系
+
､

｢

部
門
経
営

学
の

髄
系
+
､

｢

形
態
論
の

倦
系
+
､

｢

覿
綴
論
の

髄
系
+

に

関
す
る

報
告
お

よ

び

討
論
J

財
務
管
理

論
の

腔
系

米
銀
経
営
管
理

論

九
州
大
畢

八

幡
大
畢

科
学
的
管
理

法
と

品
質
管
理
お

よ

び

O
R

と
の

関
係

経
営
政
策
の

髄
系

形
態
論
の

健
系

経
営
史
の

倍
系

商
業
経
営
学
の

餞
系

中
小

企
業
経
費
率
の

成
立

組
織
論
の

問
題
鮎

企
業
形
態
の

鰻
系
と

内
容

経
営
政

策
の

債
系

第
三

日

-
｢

管
理
論
の

膿
系
+
､

立大 食大 大名 大名
大阪 大 一 大匠 螢古 大神 拳古 大帝 大変
革市 畢横 車市 屋 轟戸 屋 皐月 拳應

小

高

泰

雄

竹

中

龍

雄

酒
井
正
三

郎

頑
田

散
大
郎
ヽ

兼

松

玄

六

安

部

隆
一

山

娩

章

村

本

頑

桧

努
務
論
の

鰹
系

経
営
財
務
の

髄

系
と

内
包

計
算
論
の

債
系

さ

て
､

討
論
合
に

お

い

て

は
､

第
一

大
阪
府
立
産
業

館
卒
研
究
新富
山

大
壊

馬

場

克

三

篠

崎

彦

二

村

山

乾
一

竹

林

信
一

.
焔
断
崖

後

藤

幸

男

■′.

如

卵

又

城
一

郎

二

丁

三

日

と

も
に

約
三

時
間
が

｢

労
務
論
の

倍
系
+
､

｢

財
務
論
の

髄

系
+
､

｢

計

算
論
の

鰻
系
+
､

｢

版

貿
論
の

燈
系
+
､

す
る

報
告
お

よ
び

討
論
)

経
営
管
理

論
に

つ

い

て

管
理

論
の

脛
系

管
理
論
の

膿
系

坂
東
論
の

膿
系

位
置
論
の

膿
系

労
務
論
の

鰹
系革

界

滑

息

｢

位
置
論
の

鰻
系
+

に

開

科帝

壷屋査欝姦悪査蛋諾蛮習

占

部

都

美

山
本
安
次
郎

野

田

信

夫

清

水
.

晶

米

花

稔

寺

田

武

義

費
さ

れ
､

右
の

諸
報
告
に

関
す
る

質
疑
な
ら

び

に

討
論
が

括
常
に

展
開
せ

ら
れ

た
｡

な
お
､

研
究
報
告
な
ら

び

に

討
論
は
､

三

日

間
を

通
じ
て

午
前
九
時
三

〇
分
よ

り

午
後
六

時
す
ぎ
ま
で

希
わ

れ

た
｡

ま

た
､

大
倉
第
二

日

に

は
､

討
論
合
終
了
後
大
草
構
内
で

晩

餐
合
が

開
か

れ

八

時
頃
散
骨
し
た
｡

以
上

が

第
二

九
同
大
合

行
事
の

概
況
で

あ

る

が
､

大
骨
三

日

間
を

通
じ

て

終
始
熱
心

な

研
究
報
告
が

行
わ
れ
､

眞
撃
な

質
疑

､

討
論
が

交
換
せ

ら

れ

て
､

そ
こ

に

わ
が

国
経

営
学
界
の

力
強
い

蜃
展
の

歩
み

を

み

る

こ

と
が

で

き

た
｡

ま

た
､

晩
餐
禽
は

含
員
相
互
の

懇
親
を

計
り
､

学
問
に

閲
す
る

個
人
的
な

接
備
に

資
す
る

こ

と

多
く
､

有
意

義
で

あ
っ

た
｡

本
年
は

理

事
長
､

理

事
､

幹
事
､

評
議
員
の

改
選
期
に

雷
り
､

学
食
の

行
事
が

多
か

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

報
告
な

ら
び

に

討
論
が
一

つ

の

骨

場
で

行
わ

れ
､

合
貝
全
員
が

総
て

の

報
告
を

き

き
､

か
つ

討
論
に

参
加
し

う
る

事
情
に

あ
っ

た

た

め

行
事
が

圃
滑
に

運

営
せ

ら
れ

た
｡

こ

れ

ひ

と
え

に

嘗
番
校
の

絶
大
な

努
力
と

合
貝
諸
氏
の

協
力
と

に
よ

る

も
の

で

あ
る

こ

佃
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第
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十

七

春
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一

鍍

9 0

と
を

特
記
し

な

け

れ
ば

な

ら

な
い

｡

最
後
に
､

本
草
合
に

お

い

て
､

明

年
度
の

大
骨
富
者
枚
が

東
京
大
草
に

決
定
し
た
こ

と

を

附
記
し

て

お

く
｡

(

藤
津
清
治
)

〓

腐
大

草

講
師
し

∂0




